
大学生協と
学生総合共済



大学生協とは
利用者(学生・院生・教職員)がお金を出しあって組合員

となり、共同で運営、利用する組織

◦購買部：食料品、文房具、公共交通機関のチケット、
舞台チケットetc…..

◦書籍部：書籍だけでなく、英語などの外部試験申し込み

◦食 堂 :食生活に配慮し、安価でバランスの取れた食事の提供



学生総合共済について
1. 生命共済

2. 学生賠償責任保険

3. 就学費用補償保険



学生総合共済について
1. 生命共済
学生本人の病気やケガ、入院や手術を24時間、国内外を問わず保障

地震・噴火・津波によるケガも保障

【 例 】

◆部活動中にケガをした

◆自転車で転倒、骨折した

◆扶養者が事故で亡くなられた

◆海外旅行中に病気になった

◆こころの病気にかかった



学生総合共済について
2．学生賠償責任保険

他人の身体、財物等に対する賠償責任保険

アルバイト中・インターンシップ中も保障

示談交渉サービス付(国内での事例に限る)

【 例 】

◆自転車で誤って歩行者にけがを負わせた

◆学校の備品(パソコンなど)を壊した

◆教育実習中に誤って生徒にケガをさせた



学生総合共済について
2．学生賠償責任保険＋一人暮らし特約

賃貸マンションや寮で一人暮らしをする学生が対象

部屋の破損、火災等による部屋内の家財への損害を保障

盗難補償、修理費用補償、父母駆け付け費用補償などが含まれる

【 例 】

◆火災により家具一式が壊れてしまった

◆アパートの駐輪場に停めておいた自転車が盗まれた

◆真冬に水道管が凍結し、破裂した



学生総合共済について
3．就学費用補償保険(総合生活保険)

扶養者が学生を扶養できなくなっても学業継続を支援する保障

大学授業料や教科書・教材等のほか、通学定期代・貸借料も対象

【 例 】

◆扶養者が病気やケガで亡くなった

◆ケガで重度の後遺症を負って学生本人が扶養されなくなった



共済をおすすめする理由
1. 少ない掛け金で大きな安心！
広い補償範囲で「もしも」に備える。入学から卒業までを24時間
サポート！

2. 学生の学業の継続を重視！
「充実した大学生活を送る」ということをモットーにしている

営利目的ではなく、助け合いの精神で運営されている

3. 学内の生協窓口で手続きや相談ができる！
共済の加入申し込みや加入についての相談、給付金申請手続
きなどは学生のみでも行うことができる！



その他詳細について

金額などさらに詳しい内容については

入学手続きの書類と配布される案内
をご覧ください


